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河北潟における漁某 河北潟への通路
埋立地における耕転機
集村 と し ての八 田
八田の位置
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戦 前 で は 、
白 作 が わ ず か 三 二 戸 で 、
全
休の一八グクにすぎず、





し た が っ
て 、
そう




憔 文 叫 に よ っ て カ
八農地改革と戦後の土地所有v
戦前の土地所有の形態が右のようであっただけに、


























































































経 営 面 砧
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昭 和 二 八 年 ヒ Jj て は 、
自 作 四 地 ― ― ― 一 • 五 町 歩 、
小
作地四
• 五 町 歩 と な り 、
小作地はわずか三•五形を占めるのみとなった
第二表 が 、








小 ' 11 作 、
小 作 な ど は 、





（ こ れ は 、





































区 両 整 理 な ら
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体の九〇知を占め、













専 業 が位消業 祈甘峨菜
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13 家 族 成
'↓ ,L 








































































































































































































\、経'i鱈i払（反） I ---------- -------_I O - 4.99 5 - 9.99 . 10 -14.99 
·- -- --- �-- I 
彩＇
-- -- - - - -
0/ ゜ ' 0/ /0 96 
やとわれ兼業 11 (52.4) 18 (36.0) 14 (28. 7) 1 ( 4.5) 
業 10 (49.6) 26 (52.0) . 35 (46.7) 
I 
I
21 (100) i 44 (88.0) 1 49 (64.4) 
I - I
15 -









ヽーノA （ ヽjB （ 
支柱労働力が不安定な職業（日屁、人夫等臨時屈の工場労働）に従事する兼支 柱 労 働 力 が 殷 呼 本 に 専 従 し 、
と考える）
ヽーノc （ ヽ、jD （ では、このように分類された兼菜股
家には、どの











数 は 減 る が 自 営 業 は 四 ヒ グ ク （ 漁 業 が 八 五 ％ ）















































































四 文 収 人 だ け で は 、
生 活 紐 持 が 困 難 で あ る ） 子 ど も が 支 柱 労 例 力 と し て 成 長 す る 以 前 で は 捐 糾
家
主 が 、
子 ど も が 成 長 し た な ら ば 、
あ と つ ぎ が 、













み き れ な い 、
というジレンマがある。













る の で あ る 。
主兼柏全世の
‘ーCも第一杯兼業農家に多い。












小 学 校 在 学 中 人夫(-五0日） ” ” 







悶 業 ( - 八 0 日 ）
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八 田 の 生 活 ・ 文 化 の 水 準 は ど の よ う な も の で あ
り生活と文化
















ま た 、 八 田 全 体 の 今 後 の あ り 方 を
電











さ ら に 重 要 な こ と は 、
























































































































































































































































































過 去 の 生 活 の 中 で
管耕地面積の狭さに規定されているわけで が 比 絞 的 多 い
と い う ド 実 は
、
も ち ろ ん 経
農川機械の所有についてみても共詞所打
19 股用機械の秤類別所有殷家数
個人所有 I I 共同所イ］
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諸 問 姐 に 対 応 す る 應 識
- 34 一













































































































; 10 : sa : 14 I 62 J 
O……一回目の購入， ◎……二回目の購入を示す。
















— - 35 -
ところて、耕位檬を共同で購入するにさいして、そのグルー。フはどのように
してできた であろうか。副査の結果で
は、そのグルー。フが「以前からできていた」とするものが七、耕し桟のために「あたらしくできた。」とするものが： ー 一 であり
、
ここで「罵仲間」というのが、すでに以前からできて
い た グ ル ー 。 フ であり、耕作に馬を共詞使 用 し て い た 時 代 の 仲





|専 I I I II i叶
（イ） 客上をしたら人や鳥では耕作
I 
ができないようになつたから 7 22 0 
（口） 耕作の仕＇ドを楽にしたいから 7 16 1 1 24 
増収になり採邸もとれると思





















汁 : 16 I 51 I 1 I 68 







鳳 時 に 、 共 鳳 購 人の理山
として「一人では採見があわないし、 であることにも閃辿しているだろう。
どの此家にも共通して
ま た 高 価 である）」と答えた も
の此業経営に対する訟識が













一 昨 年 以 前 に 買 っ た
人の中には










































































































































































































































































( 24 - 30 ) 具 体 的 に は
次の
よう
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と い う 側 面 と 、
兼業能力を造り出した、のあゆみの上で、の進歩を促した、
は じ め て 機 械 ら し い 機 械 の 登 場 で あ る 、
いわゆる
という側面とがはっきり
認 め ら れ て い る の
考 え て み る と 、
耕松機の尋入ということは、
これまでの日本股業
と い っ て
もよい程の認義をもっているのではないだろうか）
それは嬰業技術








耕 転 機 が 呆 し た





???? ? 、 ? ? 、 っ 。

















































で き る こ
こ れ に よ る と 、
要求は一町l一•五町まで の B 、
C に 多 く 、
専従
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政府の方針は当然で飩 2 ! 71 4'13 
政府の方針やむをえず
犠牲を少くする
4 13 : 
そうなると!'I分は不安
心配
0 4 I 
困 ri分の次の代は牒業以外の職場
1 11 
わ か ら な い 0 1 I
離股した人に戦を 0 9 
零細悶はどうなるか 1 3 0 I
股村を知らな い o I 2 o 
きいていないおぼえ
ていない
。 I 2 O I 
fl然の動きだ 0 , 2 0 
若い人が股業を版う
傾向
0 1 0 
無 答 0 0·1 I I I


































































翡任対条となったのは、 そ れ で は 、
兼 文 侃 畠 主 は 、
農 文 を ど う み て し る
か、
を分柘のよ





四 繁 期 に は 、
た ら す に ち が い な い 変 貌 を と げ て い く か 、
いぜんとして、
これらの人の労働力があてに
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し か し 、
新 し い 型の結婚（「血性の合意のみに基づいて成 立
L
す る 、
























































96 ! 0/ ／〇
(60) I 2 c s) 
(72) 4 (10) 
と 批 定 さ れ る ）
その加囚としては、
おそらく、






















眺めて み る こ と に し た し

























































































































に 従 中 す る 者 丹 無 と い う 数 字 は 、
都市近郊の米
に男の歩止まりは五八彩だし、
次 男 以 ド で 罠 文
文 で し 0 ％に辻する）。
既就職者について見ても
牡対象の家業は、
此業を専業とす る 者 お よび弟一種北
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＇




し以下 ;t:長叫賓嬰 ,i- --
I I I 
15 i O 15 





0 i 0 
I 
0 : 0 
。i。"'"I" 
" " " 
i -- --· 





































































































10 _ 15 
Xわ か ら な いI 1 0 







影 吐 ぃ し て い る こ と を 否 定 し え ま し 文政第に対するに頓咸心の欠如がある利度これに はり
叩 唇 岱 ハ 刈 削 減 論 に 代 衣 さ れ る 視 内 閣 の 殷
ら出たものと：
i11
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＼、主婦の年令別I , I I ·- :20代30代:40代50代叶
掌握者 ...........___ I I ! I I 
I I 
婦; 6 1 7 ; 15 
2 i 9 8 
0 0 
0 . 0 
0 1 
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6 1 7·s I 





























兼 ね や 姑
の地位がこれに影密していると考える余地がありそ
うであるし上表は、前表の家族区分を「主加の年令別」によって改めたも
















キ -, 10001月1soopJ2000 rrJ、
12000円
， ばl I I 以上I無答i JI· - ·-
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る も の で
あ る か ど う か
(1) 
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I : I 42 I 32 : 33 . 38 
















































改良が吐ど 石油コンロ 電気舟嘉70豆ハ．分各コンロ 西
9
気釜
衣 ― 一 は 、
曹及良が六割に達して
いることは当然のこととして、






























































































































要 求 さ え も 肛 ぐ に は 頭 に び ば な い （ 丈 視の目途がな
一八％ に 冴 る
























だし、裁縫をす る と い うのであ
婦人学級，婦人公，公民館など
の会合にはよく出席するか？
- 年/.. "lj ---------------I I P !J 20代30代40代50代寸-- -
るI 12 10 : 15 
る 4 7 i
あまり出ない 6 1 
仝然出ない，1 4 ! 












ダロ 1 1 , 
, 1 






































































も っ と も 、 悶 村 で 教 森 や 趣
味への閃心を今直ちに求めることには無理があるかも知れないへ）婦人会笠で閲催を希引する行事内容を間うたところ、や 「 生 活 改 駕 」 が ト ッ ° フ に あ げ ら れ 、 い わ ゆ る 教 森 講 座 を 希 望 す る
- 59 -
うである。 (1) 
無 理 で あ ろ う 。
15 それにしても、
石00円以下（不定額）




































開 催 同 数 を 玲': す
趣味などをとり入れ出席しや
すくする























































表 一 五 は 、
フリーアンサー方式で、
岱んにするためには、
ど ん な 点 に 留 忍 す べ き か の 意 見 を 求 め た も
の で あ る
（こ
の 間 は 、















































































































（ 吐 一 四 ％ ） に 代 っ て
、
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17-2 家族の利類別
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た 野 菜 料 刑 を 玄 味 す る こ と が 多 い だ ろ う か ら ）
少々脱線したので本筋に戻ろう。次は子供の躾に関する質間であるc表一
八は複合家族についてのみ答えてもらっ







I 21年 1 22年





































れ る 」 と い う 程 度 ま で こ れ に 加 え る と 九 割 に ほ ぼ 近 い
へ）









「 時 々 忘
家教心の肛苅は精進という宗教的慣習
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きものであり、したがってまた両親の責任とぱやはり主として 家 庭 に お い て 行 な わ れ る べ り」するに過ぎないように忍われる。躾教育 相対的に「あまかったり」
「 き び し か っ た
なしているのか判然としない。三者ともに 主人と姑とでは




て、より緊 張 （ テ ン シ ョ ン ） が 存 す る と 言 う 場 合 に は
核心家族の場合（右欄）
に比し
吟とほぽ同率になっているから、複合家族の めぐって親 阿 士の間や姑との間に政兄の対立がないかどうかを伺うことにした。）い、け、を涸べてみると、ぎわめて「マチマチ」であ 唆をげえてくれる。この間では、子供の躾を の回答は、そのような疑間に対して若干の示 る反招でしかなしものか、疑間が残るぐ表一九 ぎ か





----------回答者の I -I I I -- 年令別20代30代40代50代I :n·





















































回 ゃ り は
もっと多いように忍われ
た。）ことに八川部落の小学校として七0年米存続してきた八川小学校の存在を考えると、村氏の教師に冨せる信頗はぎわめて大きいことが予息されただけに、いの叶答二名という数字は幽外であった。もっともこの数字
は、部 落 内の悲は外部に も ら す べ き で な


























































































うことである）罠業労働や家事労働に追われて あり、またそれに比 例 し て 叱 ら な く な っ た と い
他
;n- I i 22
の母親は刈にほめるよう に な っ た と い う こ と
で



































































































































































































遂 行 す る エ ネ ル ギ ー と し て 、
的単
に 古 年 に 期
待することはできないであろう。
しかしそ れ だ か ら と い っ て 将 来 に お い て 股 村 の 主 動
力となるべき青年の存在を無祝することはできない）
青 年 の も っ と も 大 き な 几 団 と し て 、










の 今 ま で の 生 活 に 疑 間 を 椅 ち 、
そ の 村 の 政 治 芯 に 対 し 批 判 的 反 抗 的 に な り 、








八 山 地 域 の 青 年 比 にあてはまるであろうか。
青年団はもういらないかという質間に対して、
八四
• 六 グ ク は 必 要 と 一 ― - ] い 、
そ の う ち
四七％は必要ではある
が改革した方がよいといって、無用論者は一人もいないe（表六）
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戸畑 I 手I 目
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（イ）自 由 民 主
（口）社 会
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I i I 
I I 
（イ） はじめから考えかきまつていた I 4 10 6 , 2 1 , 23 i 
（口）家の人と相談して 0: 1 2 0 1 4 
い）三党竹討論会をきいて 0 4, 3 ! 5 1 13! 
目その人の主版に賛成して 1• 7 . 7 - 4 1 20 i 
困クラブ内の 111 し合せで
I
O; 2 2: 0 1 5 
付親戚知人にすすめられて 0 4 1! 31 0 8 
I （卜） tlt間の評判で 0 1 2
1 
1 11 5 
田町会のil し合せで 1, 2 2 2 ol 7 
(!J)主人にすすめられてI o o; o o oi o 
図新 人 に o: 2! 0 0 o, 2 
Y云 え な い o'o o o o o 
Z そ の 他 1, 1'0 2, 0 4 ------―- —-- ------'�-' : -- __ • 
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1経営主i主婦［青年！ 汁--- --- -―- i -�i I -- ! 
47 , 29 25 
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27 I 31 i 26 
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も っ と 米 価 を あ げ て 欲 し い
化された場合など考えて、
生産の合理化、
多 角 舒 営 な ど の



























政 治 に 対 し て 、





第 二 位 は 道 路 の 改 修 、
第三位は減脱、
第 四 位 は 工 場 誘 致 と な っ て い る 。
以卜の間凶とやや方面を異にするが、
従来しばしばストをくりかえして、




こ れ は 大 体 の 傾 刊 は 晶 木 IL せ ず と も 推 定 で ぎ た の で あ る が 、






































































つ ぎ に 森 本 町 の 政 治 に つ い て 見 る と 、















そ し て こ
こでは主婦の方のわからない陪が多少減って、








息 わ れ る e
こ の 地 域 の 民 衆 の 知 識 水 准 で 分 ら ぬ 筈 が な し こ と で あ る に も か
かわらず、
このわからなし刑が多いということは、
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庭(41.8) スボーツ (35.8) 
治( 9.0) 政 治(19.3)




。 フ に 立 っ て 六 一 ・ ・ ― ー グク で 社 会 （ 五 O グ o ) がつづき
つ い で 、 主 加 ・ エ fJ 年 に お い て は ほ
家庭・小説に化中している，）
















ぐ ん と 低 下 し て
＜女＞
主 糾 に お い て は 、 社 会 が も っ と も 多 く 小 品 、 家 庭
I 10代20代30代40代50代60代1 0代20代30代40代50代
II ---
（イ）家 庭! 0 ; 0 0 : 6 ! 0 0 II 27 I 40 42 33 ! 50 
I （口）投 苫7 . 4 5 6 i o o 1s I 6 12 4 . o vヽ）学 広c I O : 0 0 i O'0 0 : 18 I 9 4 i 8 0 
目スポーツI 43 ; 52 20 • 0 1 0 i O . 9 0 4 I O 0 
（ホ）政 治: 14 ! 78 70'55 ! 60 1 00 I O 9 8 8 , 25 
I 
(� 広 告i O O O O 113 I O I 9 6 0 0 0 
（卜）解 説! 0 4 0 0 I O j O !i O O O 4 I 0 
（チ） /�:Ji I 14'4 20• 22 i 27 j o ii o I o o 4 I o
I 
（リ）社 品I o , 4 30 11 : 13 i 50 o . 3 o o o 
図小 砂;,, 29 39 15 11 ! 7 1 0 II 36 j 67 37 41 I 。
囮社 会64·30 25 , 61 ; 73 50 11 45 I 48 58 、 71 75 
（ヲ） 映圃狐劇I 7 . 0 5 . 10 . 0'0 11 9 9 0 0 0
（ワ）経 済I o . 4 10 11 : o : o o o o o o 
（力）地 方I o : 4 10 : o : o o rn 3 o o o 




そ れ ぞ れの欄の読まれている状






















新 町 仕 設 五 ケ 年 寸 訓 の
優先事業として八山地区の的易水辿敷設がとり上げられ、
これ
が 附 和 三 一 年 に 完 成 し 、
家事労働の重圧を軽減して、
婦人の家庭生活の合理化忍識のめざめの動囚となっていることを知らされたし、
戦 後 八 山 か ら 一 人 の 犯 罪 者 を 出 さ ず
に今日に至ったことをめぐるさまざまな怠兄
、









ど の よ う に 辿 営 し た ら 泣 も 効 果 的 で あ ろ う か と い う こ と に つ い
て人びとは以修（し）に収り糾んでいるし
この人々は八山の社会教育の戊辿をはっきりおさえ、






こ う し た 姿 努 は ま こ と に 至 当 と い わ な け
ればならぬ。
丙年学級の出席を多くするにはどうし
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九 八． ．- -==-== - - - - ---' . . . .
七 ー O九八七六三ニ ー













































尋 小 32 37 / 
I 
69 
高等小 24 22 / 46 
［日 中 4 5 ／ ， 
新 中 1 14 38 53 
新高『
゜ ゜ 5 5 
1 6 8 
専．， 短 大 ゜ 2 1 3 
大 学 在 ゜ ゜ 2 2 
不 明 ゜ 1 ゜ 1 
耕作血柏 経営主肖年
-·()-こ繹[- 4 I 2 
3 反-5 II 
5 11- 7 II 
7 11-1011 












- - =: =: - - - - -' ' ' 
八ニ ー 0九八七六五 年
令
別
涸 査 委 員 会 を 開 き 、
第一次調牲及び第二次
涸査の結果について検吋し、
中 間 報 告 を 作
” II II " II 涸査委員会を開き、























七 六 五． ． ． - - ― マ ー- - - - -:::: - -, ' ' 
九五ニ ー 五八 一 七 ― 四七0四六 一
































































































j I , I 











































































































































































































, ,I 'I 
" 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Z そ の 他
SQ3 〔ハ改革した方がよいと答えた人に）





Z そ の 他
Q4 青年団の会合に出席するときに誰かから文句をいわれることがありませんか。
（イ） よくいわれる （口）時々いわれる い）いわれない
SQI 〔（イ），（口）と答えた人に）
それはどんな時ですか。 ( ) 
Q5 青年団は， 木当にざっくばらんに話し合いのできる場になっていますか。
（イ） なっている （口） なっていない
SQ 1 ((口）なっていないと答えた人に〕


















































（イ） あった方がよい （口） ない方がよい い） あった方がよいか改革した方
がよい
SQl 〔（イ）あった方がよいと答えた人に〕
それは何故ですか。 ロ ロ ( ) 
(a) どうしても必疫とも息わないが， さてないとなるとさびしい
(b) 運動したり， 映則をみたり， その他お且いに集って修疵するのに役立つ
(c) 村や町をよくする奉仕の国体として人りJてある
(d) 男女が交際して， お五いにJ'l'.解しあうのに， よい機会てある
(e) 町や村の悪いしきたりや， 悪い政治などを改めるのにせひ青年の父まりが
必要である
Z そ の 他
SQ 2 ((口）ない方がよいと答えた人にJ
それは何故てすか。 □ D C ) 
(a)年令や職業の途ったものが集ってみても何のプラスにもならない。 暇つぶし
だ







姐 しゅうとめ 付実 母 （卜）誰と決っているわけではない
Zそ の他（ ） 
Q13 あなた方御夫婦の小使い銭は月 にいくらと決めていますか，その額はいくらで
すか。




- f- .. 『:I (賛江麟宣誌そ月に ）
Q14 耕転機その他の殷機具を使うことに よって生れた時間をどんなことに使いた
いと思いますか。




付炊 ＇ドに 時間をかけたい （卜）掃除や家内の整理のために 田沈濯や裁
縫を十分にしたい Z そ の他
Q15 生活改節という点について，お宅ですでに 文行されていること，および八田の
一般家庭で早位に手をつけねばならないと思うことを三つ以内あげて下さい。









付電気コンロ （卜）電気焦焼器 田 ミキサ ー
電気冷蔵庫 叫電気洗叫幾 （ヲ）電気掃除機
編 機 （ョ）扇風機 （夕）電気コタツ
マホ ービン 図オ ー ト三輪 (:t)単 車





切 ト スーター 図
（ワ）ミ シン （力）
似ジ ヤ ー （ソ）
------------ I 符 号- - -- __ , ______ ---





（イ）家 宝 （口）現 金 り先祖の位牌 目預金通紅や証券類














目直接叱る Zそ の 他
Q9 蚊近自分の子供を特にひどく叱ったことがありますか。 ［小学生以上についてJ

















（イ）仲人の柏極的な媒的による見合結婚 仲 人と のI児係〔 〕
（口） 知人その他の紹介による交際締婚 紹介者との関係( J 
岱 親 戚 関 係 親疎の事請( J 
目 以前からの顔馴染
（ホ）職場の同僚




-�- __ _J ー一既 - I � 未
長 男I-- . ·- . - -
次 襄__ I 
― 男





(A) 刊家）塁林漁文 (a) 
(B) 目 家 商 工 来 (b) 
(C) ·F 務 職 貝 (c) 
(D) 技 1打 職 且 (d) 
(E) 、)、v,.J 働 省 (e) 
(F) 公 務 且 (f) 
(G) 教 具 (g) 
(H) f I 由 染 (h) 
(I) 無 職 (i) 
本人の(! 由に委せる (i) 










い）子供の能力を名えて Z そ の 他
Q17 政府が「股業柚本法」 という法律をつくって， 今度の国会に出していることを
ごぞんぢですか3









Z そ の 他( ) 
Q19 股業経腐について一番の丘任をもっておられるのは， どなたですか。
（イ） r1 分 （口）妻 り あととり Z その他（ ） 
Q20 兼業されていて， 股業という仕事について， どんなことをお考えになっていま
すか。
ロ ロ (
（イ） 殷業経管をもっと介理化しなければいけない （口） 股業はわりのあわない
仕れで， 将来の発展の見込みはない Vゞ） 日本は工業同として発展していくべ





llL 主 婦 対 象
QI あなたがたが結婚されたのは， いつでしたか。 その時， 何オでしたか。
（斎尉 年）（羹 ¼) 
Q2 あなたの実家はどこですか。




ロ ロ ロ ( ) 
（イ）馬力数の大きい耕転機 （口） (I勅フンi衿機 砂 屹 媒 機
目 動力脱枚機 （ホ）単 車 バ オート三輪 Z そ の 他
Q14 あなたの家の此業経営を改盗するためには， どんなことをしなければならない
とお考えですか。
ロ ロ （ ） 
（イ） 耕作面柏をふやしたい （口） いまのままの広さの土地で土虹や品種の改艮
で反当りの米の収穫をふやしたい vヽ） 家桁をかったり， 哀作をつけたりする
工夫や努力をしたい 目 ひとりの経営では改善の見こみは限られているので，
共同経営で合理化したい （ホ） 機械をもっと導入したい Z その他
S01 それを文現するためには， 当面どんなことをお考えですか。 又どんなこと
にお困りでしょうか。 （ ） 
Q15 最近I塁業人口を向う10年間にいまの4割に減らすという且相の言明が問姐にな
りましたが， それについてあなたはどんな感想や忍見をおもちになっていますか。
o □ ( )
切 政府は比菜を嬰民の味方になって考えていない （口） 政府の方針は当然で
賛成だ い） 政府の方針はやむをえないが， その代り農民の犠牲を少くすべき
だ 目 もしその通りになるとしたら自分はどうしたらいいか心配になる
体） ri分の次の代のものには， I塁業以外の職につかせないといけないと思うよう
になった X わからない Z その他
Q16 あなたは， お宅の次の代の職業について， どんなお考えをおもちですか。
□ ( )
(,!) �f供全部に1塁業をつがせたい （口） あととりには股業をやってもらいたい
が， あとはFl由に眠をえらばせたい 四 股業は自分の代かぎりで， 次の代は
どんな職業をえらんでもよい 目 子供たちのLI由にまかせたい
X まだわからない Z その他
SQ 1 ((イ）（口）と答えた人にJ
子供に燐業をやらせたいというわけは， 次のどれにあたりますか。
（イ） 農業は先祖から続いた家業だから （口） 日本はむかしから股菜国といわれ
たり， 国民の食料の自給はどんなIせの中になっても必要だから い） 経‘滋を工
夫して改苦していけばもうかるし， 他の識業よりも安定した仕·Ji:だから





Z そ の 他（ ） 





（イ） 、馬｛巾屈J （口） クラプ い）近 所 目親せき z その他( ） 
Q8 購人費用はいくらてしたか。
総 紐 人 数 個人貞也額
（ ) Iリ （ ）人 （ ) fリ
Q 9 (共詞購入の場合〕
個人負担頷はどのようにしてきめましたか。




） （  
�ヽ
（イ）了持視金で （口）貯金をおろして い）融資をうけて 目 借金して
Z そ の 他
SQ 1 ((! ヽ）と答えた人にJ
融資をうけて買っても採符がとれたとお息いですか。
（イ） 息う （口） 息わない Z その他
SQ2 今も以合によってはJ塁文経営のために融貧をうけたいとお杓えですか。
（イ） うけたい （口） うけたくない Z その他
SQ3 それはどんなことについてですか。 （ ） 
Q1  耕転機を使われるようになってから， 目立って起きたことやとくにお！必じにな
ったことは， どんなことですか。






（イ） fl 分 （口）あととり Z そ の 他
- 19 -
Q13 森本町の政治についてはどうですか。
（イ） 満足している （口） まあ今の程度で仕方がないだろう
い）不 満 だ X わからない Z そ の 他
Q14 あなたが団の政治や町の政治にいま仮望したいと息っておられることを， 次の
中から三つ以内あげて下さい。
国 □ ロ ロ ( ) 
町 □ 口 □ （ 
（イ）｝此文問題 （口）減 税
件の改善 （ホ） 社会保防の拡充
Z そ の 他
） 
いI 物仙の安定 （二） 中小企文の労働条
（へ） 暴力対策 （卜） 外交問題
Q15 それでは政府のI塁業に関する政策にぜひ望みたいと思われるのはどんなことで
すか。 （二つ以内）
ロ ロ ( ) 
（イ） 別にない （口） 米の統闘をはずさずにもっと米価をあげてほしい




（チ）減悦をしてもらいたい Z そ の 他
n c経 党 主 対 策〕
Ql 耕松機はいつ煩お買いになりましたか。 （二良目の場合は◎）
（イ）今 什 （口）昨 イ「 い） 一 Ji乍年 目 それ以州j
QZ 俯人でお買いになりましたか。 それとも共!,"Ijでお買いになりましたか。
（イ）個 人 （口）共 同
Q3 お買いになった理由は， 次のどれにあたりますかし
□ □ ( )
（イ） 客土をしたら人や馬では耕作ができないようになったから （口） 耕作の仕
:J(を楽にしたいから い）増収になり採鍔もとれると息ったから 目 若い







（イ）家庭婦人欄 （口） 投 書 い）学 芸 欄 目 スボーツ欄
祢） 政治， 外交 付 広 告 （卜）解 説 版 田 此事問題
切 社 説 図 小 説 叫 社会（三血記事） （ヲ）映画， 演劇
（ワ）経 済 欄 （力）地 方 版 Z そ の 他
Q 7  ところで， あなたはよ年の秋に行われた衆議院議旦の選挙で投煤されましたか。
（イ） 投票した （口） 払と靡：しなかった
QS ⑳7で（イ）と答えた人に〕
何党に投票されましたか。
（イ） (l山民主党 （口）社 会 兌 い）民主社会兌 目 共 産 党
（ホ）無 所 属 Y 言えない




（イ） はじめから巧えがきまっていた （口）家の人と相淡して い） 三党首討
論会をきいて 目 その人の主張に賛成して 体） クラブ内の申し合せで
("l 親戚知人にすすめられて （卜） 皿閾の評判で 朗 町会の申し合せで
Z そ の 他 Y 云えない
QlO (Q 7で（口）と答えた人にJ
あなたが投票されなかったもっとも大きな理山はどれですか。 口 （ ） 
（イ）病気のため （口）仕J;のため い）関心がない 目 適当な候補者が
いなかったから （ホ）気がすすまなかったから 付 旅行中であったから




（イ） 要求が通らない時ストをするのは当り前 （口） 住民の迷惑を考えないで
ストに入るのは賛成できない い） 交通機関の労働省にはストを禁止すべきで
ある X わからない Z そ の 他
Q12 あなたは， いまの日本の国の政治は， うまく行われているというように満足し
ておられますか。 それとも不満に思っておられますか。
0) 満足している （口） まあ今の程度で仕方がないだろう







I I (1)ラ ジオi (2)テ レ ビ
—- --— ' 
（イ）旬： 日
（口） た ま に
---- ---- l— ---- -
I I 
料 ほとんど（全然）聴視しない I 
Q2 ⑳1で（イ）と答えた人にJ
あなたがふだん1日に聞いたりみたりされる時間は全部でどのくらいですか。
I (1)ラ ジオ (2)テ レ ビI 
（イ） 30分以内
（口） 3 0 分 - 1時間 1 
い） 1時間 - 2時間 I I 
目 2時間 - 3時閥 I - - - -
（ホ） 3時間以上 I I 
Q3 では，あなたがよく間いたり，みたりされる番組はどれですか。3つあげて下
さい。
(1)ラ ジ オ （口 □ □） 
(2)テ レ ビ （□ [l口）
（イ） ニュ ース及び解説など （口） 社会教従 い） 歌揺1!11, のど自投
目 浪曲，落語，没オなど （ホ） クイズ番組 付推理番組
（卜） 放送劇 （チ） 劇映両 り）音 楽
図 天気予報 叩農·j[放送 （ヲ） 子供の時間
（ワ） 婦人の時間 （力） 株式市況 z その他
Q4 新聞は紺日お読みになりますか。
（イ）栢 日 （口） 読んだり読まなかったり い） ほとんど（仝然）読まない
Q5 [Q 4で（イ），（口）と答えた人にJ
あなたが新問を読む時間は，ふつう一 日で（朝夕あわせて）どのくらいになりますか。
（イ） 30分ぐらい （口） 1時間ぐらい い）それ以上
- 16 -
No. 
I晶査 日r JJ 日
1
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学 歴 ［ 卒中退' :





オ：｝｀ , __ ,ヽ
家の職業l
購入年月
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